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メッセージメモリー２チャンネル内蔵 

ＰＩＣ１２Ｆ６７５使用 

エレクトロニック・キーヤー取扱説明書 

 

 

１．エレキーとしての使用 

 

 組立を終えたら配線チェックをおこな

ってから電源スイッチを入れます．キーヤ

ーのモニターブザーから QRV のモールス

符号が出れば動作 OK です．パドル操作を

しながら速度調整用の可変抵抗器（Speed） 

を回して送信速度の変化を確認します． 

 

一旦電源を切りキーイング出力コネク

ターと送信機のキー入力をケーブルで接

続し電源を入れ送信機も電源を入れてキ

ーイングが出来ることを確認してくださ

い．キーヤーの出力はプラス（正）極 

ON-OFF 用で負極キーイングはリレーなど

を介さないとできません．キーヤーの電源

を送信機より後から投入してもキー出力

が瞬時に ＯＮ となることはありません． 

 

 

２．メモリースイッチの動作 

 

 メモリースイッチはメッセージの書き

込み，書込み内容チェック，読出し送信な

どのときには「チョン押し」操作をします． 

 書込み操作ではメモリースイッチ１ま

たは２を長く押し続けると －・・・－ の

モールス符号がモニターブザーから出て

書込み準備 ＯＫ を知らせてきます． 

 

 メモリースイッチは「チョン押し」と「長

押し」の２種類の操作方法があることを承

知してください． 

 

 

 

 

 

３．メッセージの書込み 

 

 メッセージの書込みはパドル操作のモ

ールス符号で入力します． 

 例えば ＣＱ ｄｅ ＪＡ１ＨＨＦ 

Ｋ  と入力する場合，一気にパドル操作し

ないで，まず ＣＱ を入力し少し待つとモ

ニターブザーから「ピイッ」と合図が出ま

すからその後に ｄｅ を入れます．順次１

語づつ入力してキーヤーからの合図音の

後に次の語を入力すると，送信モードにし

たとき語と語の間隔が７点分のスペース

になって送信されます． 

 

 

４．書込んだメッセージの確認 

 

 書込完了後そのチャンネルのメモリー

スイッチを瞬時押すとモニターブザーか

ら，いま入力したメッセージが流れ出て最

後に ＯＫ？ と訊いてきます。 

 

書込み内容に誤りがあったときはメモ

リースイッチを長く押して再書込みしま

す．書込み操作中に間違った符号を入力し

た場合には訂正符号（連続８点）を入力す

るとモニターブザーから －・・・－ のモ

ールス符号が送られて書込みは最初から

やり直しできます． 

 書込んだ内容が ＯＫ であれば次から

メモリースイッチを瞬時押すと送信モー

ドになり記憶したメッセージで送信機を

キーイングすることができます． 
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 書込んだメッセージは ＰＩＣ内の  

ＥＥＰＲＯＭに記憶されるため電源を  

ＯＦＦ にしても消えません． 

 メモリースイッチを長く押すと記憶し

たメッセージは自動的に消去され再書込

みがでます． 

各メモリーチャンネルのＥＥＰＲＯＭ 

は ６４ バイトあり，ＣＱ２回 ｄｅ１回 

呼出符号２回くらいの長さのメッセージ

は余裕を持って記憶できます．１バイトあ

たり点または線に１点分のスペースを付

けたものが４個記憶できます．語間のスペ

ースは６ビット使います． 

（１バイト＝８ビット） 

 ６４バイトを超えて書込みを行なった

場合，キーヤーは ＮＯ ＲＯＭ とモール

ス符号で言ってきて自動的に入力したメ

ッセージを消去し再書込み待機の状態に

なります． 

 このときはメッセージの長さを検討し

て再書込みをおこないます． 

 

 書込み操作でモニターブザーが吹鳴す

る際は送信機のキーイングは行なわれま

せん． 

 いままでの説明でおわかりいただけた

ことと思いますがモニターブザーを送信

機のサイドトーン発振器で間に合わせる

ことはできません，モニターブザーはキ 

ーヤーのコントロールのために送信機の

キーイングとは別の動作もするわけです． 

 

 ＣＱ呼出しなど繰返してメモリー送信

をしたい場合はメモリースイッチ１を押

したまま電源スイッチを入れます。繰返し

送信の間隔は約４秒に設定されています． 

 メモリー送信の途中で点または線どち

らかのパドルを瞬時押すと送信は中止さ

れます．このときのパドル操作では送信機

をキーイングすることはありません． 

 

 

５．バグキーモード 

 

 通常のキーヤー，いわゆるエレキーモー

ドからバグキーモードへ切替るにはメモ

リースイッチ２を押しながら電源を投入

します．バグキーモードにしてもメモリー

への書込みは３対１のキーヤーモードに

なります． 

 

 繰返し送信モードやバグキーモードを

元に戻すには電源スイッチを入れ直しま

す。 

 

 

 

６．消費電流について 

 

このキーヤーの消費電流は ３Ｖ 電源

のとき送信操作時約１２ｍＡ でパドル操

作を行なわない待機時は約 ２ｍＡでした．

ブザー単体は ３Ｖで 約１０ｍＡでした

から電力は殆んどブザーで消費している

と言えます． 
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７．基板一体型キーヤーの製作 

 

 上記のキーヤーを作ったとき単価の一

番大きな部品はケースでした。このケース

を省いて蛇の目基板に部品を配置し，スイ

ッチをパドル代りにしたキーヤーも製作

しました．２個のスイッチをパドル代りに

して、別に２個のスイッチを設けてメッセ

ージメモリー用としました。スイッチの形

状と配置は操作し易いように考えました。

送信機用出力は基板左のスライドスイッ 

チでテスト用ＬＥＤとの切替ができます。 

 

 このキーヤーは基板裏面の配線を行な

わなければなりませんが電池電源のリー

ドを除いて基板から外部への配線は不要

で重いパドルも要りません． 

 

 パドル代りのスイッチ操作は練習次第

でうまくキーイングできます．２つのメモ

リーに自局の呼出符号とコンテストナン

バーなどを入れると便利に使えそうです． 

 

おわり 

 

 


